
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんにちは、被災者支援センターです。 
私たちは 2月、羽咋市に日本共産党、民主的労働組合や農民連、女性団体、

医療団体などと共同の災害支援センターをつくりました。そして、全国から寄

せられた支援物資を皆さんにお届けすることや、できる範囲でボランティア活

動をしています。被災者の皆さんのナマの声と思いを国の政治や地方自治体に

届ける努力もしています。 

4 月には、輪島市、珠洲市など奥能登にもひん繁に足を運べるよう、奥能登

の玄関口・穴水町にもサテライトセンターも立ち上げ活動を開始しました。   

皆さんのご苦労に最大限お応えできるようにしていますが、まだまだ声を汲

み尽くせないのが実情です。ぜひ、ご要望やお悩みをお聞かせください。｢○○

が欲しい。支援センターに無いですか｣、｢家の片づけを手伝って｣、｢○○町の

友人も困っている。水やお米を届けて｣から、｢話をきいて｣まで何でもかまいま

せん。以下の事務所に遠慮なくお電話をいただければ幸いです。うかがいます

し、センターに直接足を運んでくだされても、大歓迎です。 

皆さんの穏やかな日常が、一刻も早く戻るよう心から祈っています。そして

一緒にがんばらせていただきます。 
 

能登半島地震被災者共同支援センター所長 
(日本共産党共産党政策委員会副責任者) 

能登半島地震 
被災者共同支援センター 
羽咋市石野町ト１３－１ 
☎0767-23-5107 

藤野やすふみ 

同穴水センター 
穴水町大町ニ５６ 
＊連絡は羽咋市の支援
センター本部まで、 

 お寄せください。 

 
右からは Xで活動の様子を
ご覧いただけます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〼生活に必要な物資の提供(コメ、水、衛生用品、日用雑貨、保存のきく食 

品など)の提供。 

＊現時点で全国からとどく物資の入荷状況により、ご希望に添えない場合 

もあります。 

＊一戸、一戸の配達は難しいので、何件かまとまって配達場所を決めてご

連絡いただくと、助かります。 

＊一戸、一戸の配達は難しいので、何件かまとまって配達場所を決めてご連絡いただくと、助かります。 

〼震災の補助支援に関する制度・情報の案内とその相談対応 

＊電話相談、共同支援センターへの相談は午前 9 時 30 分～午後 5 時 30 分で随時お受けいたします。 

＊軽労働は、当センターの準備状況もあるので、ご相談ください。 

 重労働ボランティアは行政が担当することになっており、社協などの窓口を紹介しています。 

上段：被災者支援センター全景 

中段左：お米、中段中：水、 

中段右：保存食、下段左：衛生品 

下段中と右：仕訳に励むスタッフ 

サテライト


